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研究成果の概要（和文）：本研究は、国家の枠組みを越えてクロスオーバーした移民政策の連動

と相関性について新たな視点を提供し、第二次世界大戦後の、米・加・豪の移民政策変容の際

のさまざまなトランスナショナルな連動・伝播の実態を明らかにするものである。主な研究成

果の一端は、第二次世界大戦後の米国移民法から影響を受けた占領下の出入国管理政策の決定

メカニズムを照射し、日米関係における棘ともいえる移民問題を通じて世論が「知米」と「嫌

米」を揺れ動くという「歴史の教訓」が示された経緯を検証したこと、そして、この時期を、

移民問題を通じたわが国と米国との関わりや、現代日本の人の移動や移民問題にまで関わって

くるトランスナショナル・ヒストリーの一分岐点として浮かび上がらせたことである。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study sheds light on the revisions and transformation of immigration policies of the 
U.S., Canada, and Australia from a transnational perspective while taking the circulation 
of ideas, people and publications, and racial knowledge among these nations into account. 
It also analyzes the Japanese response to these revisions, especially the U.S. Immigration 
Act of 1952. It reveals that the experience of postwar Japan, presents a “lesson of history,” 
in which immigration issues, a longtime “thorn in the side of U.S.-Japan relations” once 
again became a weight in the pendulum of public opinion, which can easily swing between 
“pro-Americanism” and “anti-Americanism.”  
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１．研究開始当初の背景 

1924 年米国移民法については、これまで同法

が日米開戦の一要因となったとされることか

ら、その成立過程や、戦前期の太平洋問題調査

会（IPR）などを通じた移民問題への知識人の

関わりについて多くの研究蓄積がある。しかし、

1924 年米国移民法の差別措置が改正となった

1952 年米国移民法によるわが国への影響につ

いて照射する研究や、1952 年米国移民法と

1950 年代の加・豪の移民政策との連動につい

ての研究は蓄積が少ない。1952年米国移民法、

1965 年米国移民法については、ふたつの転換

点を結ぶ過渡期の改正運動を分析した研究と

して Mae M. Ngai, Impossible Subjects: 

Illegal Aliens and the Making of Modern 

America (2004)が挙げられるが、分析枠組みは

米国政治史と社会史の交点に置かれている。  

 このように移民政策をめぐる歴史研究の実証

研究レベルでは、依然として国境によって分断

された記述が主流を占めており、トランスナシ

ョナル・ヒストリーの見地から検証した研究は

国内外を問わず少ない。同時代に行われた米・

加・豪の移民政策変遷における相互の影響をみ

る本研究では、そこに如何なる「移民国家」認

識や歴史体験の共有がみられたのか、また、移

民問題をめぐって如何なるトランスナショナ

ルなネットワークが展開されたのか、一次史料

から丹念に掘り起こすトランスナショナル・ヒ

ストリーの検証作業が有効であるとの問題意

識が本研究開始当初の背景である。 

 
２．研究の目的 

本研究の主要な目的は、「移民国家」として

知られる米・加・豪における移民政策の伝播

についての検討と、加えて、「移民国家」と

して知られる米・加・豪だけではなく、移民

問題を通じたわが国と米国との関わりや、米

国移民法から影響を受けた占領下の出入国管

理政策の決定メカニズムとその後の展開を照

射することで、第二次世界大戦後の米国移民

法を、わが国の現在の「人の移動」をめぐる

政策に関わる、現代に生きる「我々の問題」

として浮かびあがらせることである。具体的

には、1：環太平洋「移民国家」の移民政策と

わが国の出入国管理政策の決定メカニズムの

解明、2：環太平洋「移民国家」の移民政策に

おけるトランスナショナル・ネットワークの

解明を目的とした。 

 加えて、研究を進めるなかでこれまで知られ

ていなかった移民政策の狭間を生きたトラン

ス・マイグランツのライフ・ヒストリーを検証

することも目的の一つとした。 

 
３．研究の方法 

研究方法としては、移民政策に関する基礎資料

の収集及び目録作成を行った。 

 国内調査においては①日刊紙 Nippon Times 

(現在の Japan Times)等）、②一般誌（『改造』『世

界』等）③研究誌の記事を収集し、わが国にお

ける移民問題関連記事・文献目録を作成した。

また、米国から白豪主義下のオーストラリアへ

とトランスナショナルな移動を重ねた高須賀譲

とその家族についての日本・オーストラリア双

方の史料収集と末裔の方々へのインタビューを

行った。 

 海外調査においては、米国連邦公文書館、議

会図書館（ワシントン D.C.）、コロンビア大学

オーラルヒストリー研究部門等において、移民

政策決定プロセスにおける民間団体の果たした

役割について資料収集・調査を行った。これら

収集した史・資料については目録作成およびデ

ータベース化作業を行った。 

 そのほか、オーストラリアの移民政策専門家

を招いて公開の形で研究会、国際シンポジウム

を主催したほか、カナダ、オタワ大学での国際

シンポジウムにおいて招待講演を行い、各国の



第一線の移民・移民政策研究者との討議を深め

る機会を持ち、研究方法の確立と方向性の再考

のために役立てた。 

 

４．研究成果 

本研究の理論的枠組みについては、日本移民学

会第17回年次大会、第19回年次大会において、

また日本アメリカ史学会学会誌への論文を通じ

て発表した。実証面の主な研究成果としては

2008 年 10 月にカナダオタワ大学での国際シン

ポジウムで移民統計を使った黎明期の日系移民

史像についての招待講演を行ったほか、論文を

２本発表した。トランスナショナル・ヒストリ

ーの断片を明らかにするべく史・資料収集とそ

の課題についての検討を進めるなかで、1870年、

1880 年の米国人口センサスにおいて報告され

た初期日本人移民・移住者を事例として、主に

米国のセンサス史・資料である人口センサス調

査票原票と、移民局統計、出入国記録、乗船名

簿などの従来からの移民史料を重層的に照合す

ることによる、トランスナショナル・ヒストリ

ーの可能性と課題について明らかにした。 

 国内調査に赴いた松山、神戸では、アメリカ

から白豪主義下のオーストラリアへとトランス

ナショナルな移動をした、高須賀譲についての

調査を実施した。松山では、高須賀の屋敷跡等

での現地調査のほか、図書館での資料収集や末

裔の方へのインタビューを通じて、オーストラ

リア、日本双方の高須賀の末裔の方から貴重な

資料を寄贈していただくこととなった。このよ

うにトランスナショナル・ヒストリーの視座か

らの移民政策の検証に、移動する人々の具体的

なありようを重ね合わせることで、より多面的、

立体的な移民政策や移民・移住をめぐるトラン

スナショナルな歴史像に近づくことができた。 

 また、最終年度においては、第二次世界大戦

後1952年に行われた米国移民・帰化法改正に対

する、日本における様々なレベルの反応を検証

し、日本の「移民問題」観、対米観についての

論考を発表した。そこで明らかになったことは

、移民法をめぐる「移民問題」とその余波によ

って、占領期から講和直後の「圧倒的な敗者」

である日本人のうち「親米」が苦しみ、真の「

知米」が生まれる機会の喪失に一部繋がったこ

とである。移民問題への民間団体の関与とトラ

ンスナショナル・ネットワークの発展が「反米

」「嫌米」の世論にかき消されたのである。また

、新たな「移民問題」と戦前からの変わらぬ「

移民国家」観が混在した1950年代が、日本の「

移民政策」のあり方、すなわち、現代日本の「

人の移動」や「移民国家」観にまで関わってく

るトランスナショナル・ヒストリーの一分岐点

としてたち現れてくることが明らかになった。 
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